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【図書館見学】10：30-11：30

図書館閲覧室、貴重書室の見学に加え、テキスタイル資料室や映像資料室のあるフ
ァッションリソースセンターの見学も行った。

 
【スタートブックのアウトライン決め】12：30-17：30
1 各自で先行研究、類似のハンドブック等を読みポイントをまとめてきたものを発表

し、　意見交換を行ったところ、以下のような意見が出た。
・ミニコラムを入れてはどうか
・会員の図書館での実践例を紹介するといいのではないか
・各項目ごとの広報についても収録したい（どのようなサービスをどのように広報し

ているのか）
・項目ごとにキャッチコピーをつけて収録するといいのではないか
・＋αとして、図書館キャラクターを集めたページなどを入れてもいいのではないか
・ラーニング・コモンズをどう工夫しているか？　 という切り口でまとめることで、

飲食や学生との連携など、個別の項目をどれも包括できるのではないか
・逆に、ラーニング・コモンズという切り口だけではわからない場としての多様性が

見えてくる本、というコンセプトだと、より広がりが出て良いのではないか
2 以上の流れをふまえて、収録項目の絞込みを行った（2～4は細目は未決定）。

1  空間を活用する
・飲食（許可、部分的に可、厳禁）
・会話（許可、部分的に可、厳禁）
・くつろぎ（グッズ貸出、BGM、匂いなど感覚的なもの、家具類）

2 教員との連携
3 他部署との連携
4 学生との連携

 
【次回までの課題】
・1～4に載せたい大学を挙げる。
・2～4の項目案を挙げる。
・各項目の中身、構成案を挙げる。

 
以上


